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研究成果の概要（和文）：本研究は、マイクロフォンアレイとロボット聴覚を用いて鳥類の歌コミュニケーショ
ンを自動観測し、歌の種類と位置情報から鳥個体間で行われる歌を介した相互作用を明らかにすること、そして
その知見を野鳥の生態理解へ応用することを目的とした。当該システムの活用により、森林と草原という異なっ
た自然環境下で、これまでの観測手法では容易に得られなかった位置情報付きの音声データの収集が実現した。
さらに鳥類の音声データの収集やその解析効率、再現検証性が向上した。またこれらの音声データの解析によ
り、観測対象種の個体間において、各個体が同時に鳴くことを避ける時間的重複回避行動が明らかになった。

研究成果の概要（英文）：This study aimed at automatically monitoring the type and the location of 
birdsongs to better understand their vocal interaction by using microphone arrays and robot audition
 HARK.  Our recording and analysis system successfully collected birdsong data with positional 
information, which cannot be obtained easily by using conventional recording equipment, under 
diverse environmental conditions such as forests and grasslands.  It also increased efficiency in 
the data collection and analysis, while providing the reproducibility. We analyzed song data and 
found that individual birds adjusted their temporal pattern of singing to avoid the temporal 
overlapping of songs. 

研究分野： 景観生態学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
観測対象とした鳥類のうち、とくに夜行性フクロウは都道府県レベルで希少種に選定されているが、夜行性とい
う習性に加え、個体密度や鳴き声頻度が比較的低いこと、さらに繁殖期に外部からの刺激を嫌うことから繁殖期
の行動には未解明の点が多い。当該システムの活用により従来の方法では容易に得られなかった個体の詳細の位
置情報の集積が可能になり、非接触・低ストレスの長期モニタリングが可能になった。鳥類観測実務の効率や精
度の向上を通した技術的貢献や野鳥の生態理解という学術的貢献に加え、対象種の生息地保全や創出にあたって
質の高いエビデンスを提供することにつながりうる。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
鳥類は生息地の環境変化に敏感なため重要な生物指標である。指標作成には鳥の数、種類、

行動の把握が不可欠であるが、人間による直接観測が現在もその主たる方法であり観測者の技
量や気象条件に結果が左右されることが多い。再現性のある正確なデータの蓄積は鳥の生態に
関する研究を促進するだけでなく、有効な土地開発計画、対象種の保護等の管理政策につなが
るため、生態学者や環境調査の実務者にとって喫緊の課題である。 
 そこで近年、複数のマイクで構成されるマイクロフォンアレイを用いて音の到来方向を算出
（定位）する技術の野鳥観測への応用が注目を集めているが、その応用例は世界でも限られ、
機材の利用は一般的ではない。応募者の所属する研究チームは、ロボット聴覚ソフトウエア
HARK と市販のマイクアレイから成る HARKBird を開発し、比較的廉価で汎用性の高いデー
タ収集法を試みている。 
 一方、野鳥の生態に関して未解明である問題に回答するためには、このように収集した音

情報と生息地条件や個体間距離など空間情報の融合が不可欠である。例えば、植生パターンの
複雑な森林は生物多様性に貢献することが知られるが、森林の各層内では競争相手の数や種類
によりどのような棲み分けが行われ、その棲み分けは繁殖シーズンを通じてどのように変化す
るのか。こうした疑問に対して歌の時空間遷移とランドスケープ的空間情報を組み合わせた研
究は管見の限り前例がなく、環境実務に質の高いエビデンスを提供するだけでなく野鳥の生態
理解を促進する可能性の高い分野である。 
 
２．研究の目的 
マイクロフォンアレイとロボット聴覚を用いて鳥類の歌コミュニケーションを自動観測し、収
音した歌の種類と位置情報から鳥個体間で行われる歌を介した相互作用を明らかにすること、
そしてその知見を鳥類の生態理解へ応用することを目的とする。 
 
３．研究の方法 
複数のマイクロフォンアレイとロボット聴覚を用いて、鳥類の歌コミュニケーションを自動観
測した後、収音した音情報を定位、自動分離、分類し、その結果を人間が観測した鳥の位置や
歌のタイミング情報と比較することで、位置的・時間的定位精度の検証を行うとともに、本観
測システムの応用可能性を検討する。 
 
４．研究成果 
本研究は、マイクロフォンアレイとロボット聴覚を用いて鳥類の歌コミュニケーションを自動
観測し、歌の種類と位置情報から鳥個体間で行われる歌を介した相互作用を明らかにすること、
そしてその知見を野鳥の生態理解へ応用することを目的とした。当該システムの活用により、
森林と草原という異なった自然環境下で、これまでの観測手法では容易に得られなかった位置
情報付きの音声データの収集が実現した。さらに鳥類の音声データの収集やその解析効率、再
現検証性が向上した。またこれらの音声データの解析により、観測対象種の個体間において、
各個体が同時に鳴くことを避ける時間的重複回避行動が明らかになった。 
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